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激
変
す
る

備
報
環
境
と
ア
ジ
ア

鳶

邑

－
喧
～
硅
生

鈴
木
提
雅

＾
上
智

大
学
助
教
授
〕

メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
様
が

山
界
的
に

急
変
す
る
今

日
、
日
本
は
固
家
と

祉
会
の

長

期
腿
望
を
持
っ
て
い
る
か

φ
艶遭

～
．

軌

｛」
？

〃
星

一
一

娑

騒

－．

１鵯適
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画
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そ

れ

は

あ

る

目
、

突

然

始

ま

っ

た

の

か

ま

ず

初

め

に
、

こ

の

と

こ

ろ

の

「
マ

ル

チ

メ
デ

ィ

ア
螂
．
邸
」

を

簡

単

に

お

さ

ら

い

し

て

み

よ

う
。

こ

と

の

発

端

は

ク

リ

ン

ト

ン

政

権

の

ア

ル

バ

ー
ト

ー

ゴ

ア

副

大

統

領
が

提

唱

し

た

「
情

報

ス

ー
パ

ー

ハ

イ
ウ

エ

ー

構

想
一
Ｎ
Ｉ

↓
」
で
あ

り
、

さ

ら

に

そ

れ

は

全

地

球

的
な

規

模

の

情

報
基

盤

を

構
築

す

る

構

想

一
Ｇ
正
－
一

へ

進

展
し

つ

つ
あ

る
。

バ

プ

ル
以

後

不

況

を

脱

し

切
れ

な

い

ま

ま

の

昨

年

五

月
、

郵

政

省

の

諮

間
機

関

で

あ

る

電

気

通

信
審

議

会

に

よ

る

答

申

「
情

報

遜

信
基

盤

整

備

プ

ロ

グ

ラ
ム
」

が

〕
一
〇

一

〇

年

の

市
場

規

模

百

二

十

三

兆

円

と

二

百

四

十
三

万

人

の

雇

用

が

見

込

ま
れ

る
」

と

発

表

し

て
一

躍

脚

光

を

浴
び

た
。

そ

こ

に

至

る

ま

で

に

現

れ

た

キ

ー

ワ

ー

ド

は

「
マ

ル

チ

メ

デ

ィ

ア
」

－

こ

こ

ま

で

に

数

年

の

潜

伏

鰯

問

が

あ

っ

た

と

思

う

が
、

昨
年

一

年

間

に

マ

ル

チ

メ

デ

ィ

ア

と

タ

イ

ト

ル

さ

れ

た
、

あ

る

い

は

こ

れ

に

関

す景
フ
廿
菊

干

者

…
一
自

十
－口一、

前

年

の

三

倍

と

い

う

言

版
調
ぺ
）
。

そ

し

て

マ

ス

コ
、、㌔
は

バ

ラ

色

の

未

来

を

擶

く

よ

う

な

記

事

を

多

く

送

ワ

出

し

始

め

た
。

む

ろ

ん
、

か

つ

て

の
「
ニ

ュ

ー

メ

デ

ィ

ア

時

代

到

来
」

と

い

う

カ

ラ

騒

ぎ

＾
今
と

な

れ
ぱ

そ

う
呼

ぺ
る

の
た
が
、

当
時

は
］
口
本
社
会

が
官

民
あ

げ

て
こ

の
騒
ぎ

に

興
じ

た
こ
と

を
忘

れ

て
は
い

な
い
一

に

ま

た

な

る

の

か

と

の

懸

念

や
、
情

報

文

化
論

の
話

な

ど

が

多

少
は

う

か

が

え
る

に

し

て

も
、

潮

流

は

「
日

本

は

ア

メ

リ

カ

に

十

年

遅

れ

て

い

る
。

い

や

イ

ン

フ

ラ

は

十
五

年

だ
」

と

い

う

よ

う

な

危

機

感

を
あ

お

る

産

業
界

主

導

の

ニ
ュ

ー

ス
報

道

が

溢

れ

て

は

い

な

い
だ

ろ
う

か
。

少

な

く
と

も

大

衆

の
ひ

と

り

と

し

て

は

そ

う

感
じ

る
。

そ

れ

は

ま

る

で
生

ま

れ

て

い
な

い

子

供

に
夢

を

託

す

親

の

よ

う

な
、

熱

い

ま

な

ざ

し

と

も

言

え

よ

う
。

筆

者

自

身

の

考

え

と

い

う

よ

ワ

こ

れ

ま

で

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

論

か

ら

す

れ

ぱ
、

こ

の

狂

騒

曲

に

も

送

り

手

－

メ

ッ

セ

ー

ジ

ー

そ

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

搬

送

す

る

チ

ャ

ン

ネ

ル

ニ

般
に

「
メ
デ

ィ
ア
」

と

称
さ
れ

ゑ

－

受

け

手

と

い

う

要

素

が

あ

て

は

ま

る
。

つ

ま

ワ
、

現

段

階

で

は

ハ

ー

ド

面

と

も

い

う

ぺ

き

地

上

を
走

る
光

フ

ァ

イ
パ

ー

と

赤

道
上

空

に

居

並

ぶ

衡

星

薙

送

チ

ャ
ン
ネ

ル
）
、

そ

し

て

情

報

端

末

機

器

で

あ

る

パ

ソ

コ

ン

＾
受

け
手

の
解

読

棲

琶

の

普

及

が

こ

と

の

カ

ギ

を

握

っ

て

い

る

よ

う

だ
。

従

っ

て

実

現

に
向

け

て
、
験

撒

の
規

格

標

準

化

や
星

鉦
，
笛

の

間
題
・

ソ

フ

ト

の

開

発

？

ツ
セ

ー
ジ

の

多
様
性
一
、

サ

ー

ピ

ス

形

態
、

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

構

築

や

双

方

向

Ｃ

Ａ

Ｔ

Ｖ

の

よ

う

な

イ

ン

フ

ラ

ス

ト

ラ

ク

チ

ャ

ー

の

整

備

な

ど

が

主

た

る

イ

ッ

シ

ュ

ｉ

で

あ

り
、

そ

れ

は

見

事

に

マ

ス

・

Ｌ目７一



大雫繰 マルチメディアはなぜ 必要なのオ

メ

デ
ィ

ア

の

議

題
設

定

機

能

に

の

っ
て
、

し

た

ワ

顔

の

議
論

が

な

さ

れ

て

い

る
。

登

場

す

る
人

物

と

範
躊

が

似

た

ワ
寄

っ

た

り

で
あ

る

よ

う

に

も

思

え

る
。

そ
こ

で

は

「
勝
ち

馬

に

乗
れ
」

「
乗

り

遅

れ

る
な
」

と
ば

か

り

旧

来

の

マ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

ば

か

り

で

な

く

通

信
、

商

社
、

ハ

ｉ

ド

メ

ー

カ

ー
、

流

通
な

ど

の

異

業

種
が

入

ワ

胤

れ

て
の

合

併
、

買

収
、

提

携

合

戦

が

先

進

国

で

繰

り

広

げ

ら

れ

て

い

る
。

日

米

邨

言

え

ば
、

松

下

－

Ｍ

Ｃ

Ａ
、

ソ

ニ

ー

－

コ

ロ

ン

ビ

ア
、

Ｃ

Ｂ

Ｓ

レ

コ

ー

ド

が

好

例

で

あ

ろ

う
。

こ

れ

は

送

り

手
組

織

と

搬
送

チ

ャ

ン

ネ

ル

の
再

構
築

あ

る

い
は

再
編

成

を

象

徴

す

る

も

の

だ
。

先

進

国

と

は

欧

米

の

技

術

立

国

で

あ

り
、

マ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

大

国

と

言

っ

て

も

い

い

だ

ろ

う
。

米

国

メ

デ

ィ

ア

産

業

に

お

け

る

タ

イ

ム

・

ワ

ー

ナ

ー

社

の

出

現

二

九
ハ
九
年
、

東

芝
・
伊
藤

忠
も

関
係
一

と
、

一

国

に

と

ど

ま

ら

ず

メ

デ

ィ

ア

の

コ

ン

グ

ロ

マ

リ

ッ

ト

化

を

進

め

る

メ

デ

イ

ア

・

モ

ガ

ル

と

企

業

－

ル

パ

ー

ト

・

マ

ー

ド

ッ

ク

＾
ニ
ュ

ー

ズ
・
コ

ー

ポ

レ

ー

シ

ョ

ン
）
、

ド

イ

ツ

の

ベ

ル

テ

ル

ス

マ

ン
、

フ

ラ

ン

ス

の

ロ

ペ

ー

ル
・

エ

ル

サ

ン
、

イ

タ

リ

ア

の

シ

ル

ビ

オ
・
ベ

ル

ル

ス

コ

ー

ニ

ラ

イ
ニ
ン
ベ
ス
ト
社
）
な

ど

－

の

躍

進
が

拍
車

を

か

け

て
い

る
。

ハ
○

年

代

の

「
規
制

緩

和
」

と

い
う

流

れ

も
、

こ

れ
を

促

進
さ

せ

た

ひ
と

つ
の

要

因

で

あ

る
。

新
た
な
る
メ
デ
ィ
ァ
市
場
と
し
て
ア
ジ
ア
も
台
頭

他

方
、

第

二

次

世

界
大

戦

後

四

十
年

余

ワ
、

マ
ス

・

メ
デ

ィ

ア

が

社

会

の
発

展

・

建
設

に

寄

与

す
る

も

の

と

し
て

密

接

に
国

家

と

関
わ

り

あ

っ
て

き

た

ア
ジ

ア
地

域

に

お

い

て
、

放

送

体
制

の

確

立

と

経
済

成

長

の

進

展

に

よ

ワ
、

一

変

し

て

国

家

や

ひ
と

つ

の

社
会

を

越

え
た

放

送

サ

ｉ

ビ

ス

が

注

目

を

浴

び

る

よ

う

に

な

っ

た
。

そ

れ

は

一

足

先

に

リ

ー

ジ

ョ

ン

ー

に

お

け

る

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

連

合

＾
Ｅ

Ｕ
一

の

帰

結

に

向

か

い

つ

つ

あ

る

今

日
、

欧

米

資

本

が

衛

星

と

い

う

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

・

ツ

ｉ

ル

と

い

う

武

器

を

携

え
、

新

た

な

る

戦

場

を

求

め

始

め

た

と

も
一一一
日
い

換

え

ら

れ

る

だ

ろ

う
。

ア

ジ

ア

に

お

け

る
、

こ

の

メ

デ

ィ

ア

・

ウ

ォ

ー

ズ

の

引

き

金

を

引

い

た

の

は

香

港

最

大

の
財

閥
、

長

江

実
業

の

李

嘉
誠
。

一

九

九

〇
年

か

ら

ア

ジ

ア

サ

ッ

ト

を

使

っ

て

始

め

た

ス

タ

ー

Ｔ

Ｖ

で

あ

る
。

ア

ジ

ア

サ

ッ

ト

社

は

イ

ギ

リ

ス

の

ケ

ー

プ

ル

・

ア

ン

ド

・

ワ

イ

ア

レ

ス

社

一
Ｃ
＆

Ｗ
一
、

中

国

の

投

資

会

社

Ｃ

Ｉ

Ｔ

Ｉ

Ｃ
、

香

港

の

ハ

チ

ソ

ン

・

ワ

ン

ポ

ア

が

三

分

の

一

ず

つ

出

資

し

て

作

ら

れ

た

会

杜

で

あ

る
。
ス

タ

ー

Ｔ

Ｖ

の

ほ

か
、

中

国
、

パ

キ

ス

タ

ン
、

ミ

ャ

ン

マ

ー
、

モ

ン

ゴ

ル

そ

し

て

イ

ン

ド

と

各

国

の

放

送

事

業

者
が

ユ

ー

ザ

ー

に

い
る

よ

う

に
、

カ

バ

レ

ッ
ジ

は

四
十

か

国
、

四

千
五

百
万

世

帯

に

及

ぶ
、

ア

ジ

ア

諸

国
を

対

象

に

商
業

べ

ー

ス

で

運

用

さ

れ

る
こ

と

を

目

的

と
し

た

初

の

衛
星

会

社

だ

っ

た
。

九

一

年

末

ま

で
に

二

十

四

あ

る
ト

ラ

ン

ス
ポ

ン

ダ

の

五

チ

ャ

ン
ネ

ル

ー

イ

ギ

リ

ス

の

Ｂ

Ｂ

Ｃ

ワ

ー

ル

ド

サ

ー

ビ

ス

・

テ

レ

ビ

ジ

一

ン

「
Ｂ

Ｂ

Ｃ

ア

ジ

ア
」

（
九

四
年

中
止
〕
、

Ｍ

Ｔ

Ｖ

ア

ジ

ア
、

映

画

・

娯

楽

の

「
ス

タ

ｉ
・
プ

ラ

ス
」
、

ス

ポ

ー

ツ

専

門

の

「
プ

ラ

イ

ム

ス

ポ

ー

ツ
」

お

よ

び

中
国
語
＾
北
京
語
一
の

「
衛
視
中
文
台
」

－

を
二
十
四
時
間
放
送
す
る

ス

タ

ー

Ｔ

Ｖ

が
、

ア

ジ

ア

地

域

に

け

る

「
国

境

を

越

え

る

テ

レ

ビ

サ

ー

ビ

ス
」

と

し

て

注

目

を

集
め

た
。

こ

れ
が

ア

ジ

ア

各

国

で
受

信

さ

れ
、

○激変する憎報 環境とアジァ

さ

ら

に

Ｃ

Ａ

Ｔ

Ｖ

に

よ

ワ

再

送

信

さ

れ

る

と

な

る

と
、

ダ

イ

レ

ク

ト

に

パ

ラ

ボ

ラ

で

受

信
し

な

く

と
も
（
で
き
な
く
と
も
一
、

一

般

家

庭

で

自

国
外

の

世

界

の

ニ

ュ

ー

ス
、

エ

ン

タ

ー

テ

イ

ン

メ

ン

ト

の

視

聴

が
、

理

論

上

は

い

と

も

簡

単
に

で
き

る

よ

う

に

な

る
か

ら

で

あ

る
。

ス

タ
ー

Ｔ

Ｖ

は
昨

年

十

月

の
調

査

で

視

聴

世
帯

数

五

千

万
、

視

聴

者

数

二
．

二

億

人

一
推
定
）

と

い

う

激

増

ぶ

り

で
、

ま

さ

に

ア

ジ

ア

最

大

の

衛

星

テ
レ

ビ

局

に

成
長

し

た
。

現
在

は

有

料

チ
ャ

ン

ネ

ル

を

導

入
し

て

い

る

が
、

当

初

ノ

ン

ス

ク

ラ

ン

ブ

ル

放

送

で

あ

っ

た

こ

と

が

ア

ジ

ア

地

域

の

マ
ス

．

メ

デ

ィ

ア
業

界

な

ら
び

に

経

済

市

場

を
刺

激

し

た

の
で

あ

る
。

こ

れ

も

ま

た

一

昨

年

七

月
、

メ

デ

ィ

ア

王

マ

ｉ

ド

ッ

ク

が

ハ

ッ

チ

ビ

ジ

ヨ
ン

社

の

株

六
割

余

り

を

取

得
し
、

事

実
上

マ
ー

ド

ッ

ク
が

も

つ

世

界

最

大

の

メ

デ

ィ

ア

・

コ

ン

グ

ロ

マ

リ

ッ

ト
、

こ

ユ

ー

ズ

・

コ

ー

ポ

レ

ｉ

シ

ョ

ン

の

傘

下

に

収

ま

っ

て

い

る
。

同

年

末

に

は
、

イ

ン

ド

の

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

語

チ

ャ

ン

ネ

ル

「
Ｚ

ｅ

ｅ

Ｔ

Ｖ
」

を

買

収
。

こ

う

し
た

衛

星

に
よ

る

「
国

境

を
越

え

る

放

送

サ
ー

ビ

ス
」

ば

か

ワ

で

な

く
、

そ

れ

ま

で

一

国

平

均

二

・

五

チ

ャ

ン

ネ

ル

し

か

な

か

っ

た

状

況

か
ら

衛

星

を

使

え
ば

一

挙

に

十

数
チ

ャ

ン

ネ

ル

の

視

聴
が

可
能

な

媒

体

が

国

内
、

国
外

を

問

わ

ず
、

空

か

ら

の

恵

み
も

の
と
し

て

ア
ジ

ア

各

国

で
生

ま

れ

始

め

た

の

で
あ

る
。

イ

ン
ド

や

台

湾

の
ゲ

リ

ラ

的

Ｃ
Ａ

Ｔ

Ｖ

事

業

の

発

達
、

畢

王
化

以

後
オ

ー
プ

ン

ス
カ

イ

ポ

リ

シ

ー
を

打

ち

出

し
、

民

主

化

の

成

長

剤

に

テ

レ

ビ

を

利

用

し

て

い

る

フ

ィ

リ

ピ

ン
、

従

来

の

ア

セ

ア

ン

諸

国

や

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

に

限

ら

ず
、

ア

ジ

ア

太

平

洋
地

域

の

国

際
サ

ｉ
ビ

ス

に

も

利

用
さ

れ

る

こ

と

で
、

自

国

の

オ

ー
プ

ン

ス

カ

イ

ポ

リ

シ

ｉ

と

と

も

に

放

送

サ

ー

ビ

ス

の

拡

大

を

狙

っ

て

い

る

イ

ン

ド

ネ

シ

ア
、

オ

ｉ

ス

ト

ラ

リ

ア

も

ア

ジ

ア

向

け

放

送

を

始

め

た
。

さ

ら

に
、

フ

ィ

リ

ピ

ン

が

在

米

百

五

十

万

人

の

フ

ィ

リ

ピ

ン

人

向

け

の

Ａ

Ｂ

Ｓ

－

Ｃ

Ｂ

Ｎ

を
、

続

い

て

香

港

の

傳

訊

電

視

一
Ｃ
Ｔ

Ｎ
一

が

世

界

最

初

の

中

国

語

に

よ

る

衛

星

ニ

ュ

ー

ス

・

テ

レ

ビ

を

始

め

た
。

後

者

は

中

国

語

系
か

ら

の

ア
ジ

ア
太

平

洋

へ

の

情
報

発

信

で

あ

り
、

娯

楽
、

生

活

番

組

も

あ

る
。

い

ず

れ

も

二

十

四

時

間
、

圓
一
冒

語

オ

ー

デ

ィ

エ

ン

ス

を

対

象

に

し

て

い

る

の

が

特

徴

だ
。

中

で

も
、

言

語

・

表

現

の

自

由

が

保

障
さ

れ

て

い

る

と

は
思

え

な

い

シ
ン

ガ

ポ

ー

ル
が

国

家

政

策

の

目
玉

と

し

て

「
ア
ジ

ア
情

報

の

ハ
ブ
」

化

を
狙

っ
て

い

ゑ

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

目

ン

の

進

展

を

考

え

る

こ

れ

ら

二

つ

の
、

日

本

を

取

り
巻

く

情

報

環
境

の

世

界

的

な
変

化

の

共

通

点

は
、

従

来

の

情

報
搬

送

チ

ャ

ン

ネ
ル

に

代

わ

っ

て
、

技

術

革

新

に
よ

り

全

く

新
し

い

も

の

を

基
幹

に

し

よ

う

と

し

て
い

る

と

こ

ろ

に
あ

る
。

椙

違
点

は

そ

の

新
し

い

基

幹

が
、

前

者

は

現

在

は

同

軸
ケ

ｉ
ブ

ル

に

代
え

て

大

容

量

の
光

フ

ァ

イ
バ

ー
を

主

軸

に

し

て
い

る

の

に

対
し
、

後

者

は

通

信
衛

星

一
Ｃ
Ｓ
一

で
あ

る

こ

と

だ
。

通

信
技

術

の

箪
新

の

結

果

と

言

う

の

は

も

う

野

暮

な

こ

と

で
、

い

ず

れ

も

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を
円

滑

に

行

う
た

め

の

手

段

と
位

置

づ

け

ら
れ
、

そ

の

結

果

国
内

ぱ

か

り

で

な

く
、

地

域

的
、

世
界

的

規

模

で
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

化
が

進

ん

で

い

る
。

が
、

し

か

し
、

マ

ル

チ

メ

デ

ィ

ア

社

会

は

受

け

手

の
、

よ

り

パ

ｉ

ソ

ナ

ル

的

な

状

況
、

つ

ま

り

あ

る

目

的

に

即

す

る

よ

う

な

メ

ッ

セ

ー

ジ

の

入

手

と

発

信

が

限

ワ

な

く

容

易

に

な

る

こ

と

を

目

指

す

も

の

で

あ

一 畠９ 一



マルチメ ディア ほなぜ泌 要なの≠

り
、

現
在

の

と
こ

ろ

衛

星

を

使

っ

て

の
放

送

サ

ー
ビ

ス
は

よ

ワ

広

範

囲

な

マ

ス

を

カ

バ

レ

ッ

ジ

し
、

メ

ッ

セ

ー

ジ

情

報

を

送

り

出

す

こ

と

を

目

指

す

と

こ

ろ

に
、

筆

者

は

注

目

し

た

い
。

そ

れ
は
一

九
七

〇

年

代

の

オ

イ
ル

シ

ョ

ッ

ク

に

よ

り
物

流

コ

ス

ト
が

高

騰

し

た

こ

と

か

ら
、

情

報

パ

ッ

ケ

ー

ジ

化

が

進

み
、

コ

ス

ト

削

減

の

た

め

に

そ

こ

に

衛

星

が

利

用

さ

れ

た

こ

と

に

始

ま

る
。

こ

の

ビ

ジ

ネ

ス

チ

ャ
ン

ス

に

目
を

つ
け

た

の

が

既
存

の
メ

デ

ィ

ア

関

連
企

業

で
、

衛

星

の

特

質

広

範

囲

な

地

域

に

わ

た

り

膚

報

を

均

等

に

伝

送

で

き

る

を

十

分

に
生

か

せ

る

と

判

断
し

た

か

ら

で

あ

る
。

最

初

は

リ

ー
ジ

ョ

ン

ーー

の

ア

メ

リ

カ

で

Ｃ

Ａ

Ｔ

Ｖ

と

リ

ン

ク

さ

せ

る

こ

と

や

現

地

印

刷

な

ど

に

利

用

し

た
。

代

表

的

な

メ

デ

ィ

ア

と

し

て
、

衛

星

放

送

に

よ

る

多

チ

ャ

ン

ネ

ル

化

の

波

に

乗

っ

た

映

画

専

門

の

Ｈ

Ｂ

Ｏ

冨
ｏ
畠

｝
買

○
窒

＆

や

Ｔ
・
タ

ナ

ー

の

Ｃ

Ｎ

Ｎ

６
国
巨
血
２
吊
幸

幕

暮
ｏ
ε

な

ど

が

出

現

す
る
一

方
、

「
マ

ク
ペ

ー

パ

ー
」
と

の

悪

口

を

い

わ
れ

な

が

ら

も
全

国

紙

『
Ｕ

Ｓ
Ａ

ト

ゥ

デ

ー
』

は
成

功

し

た
。

編

集

局
長

は

こ

う

言

っ
た
。

《
映

画

『
卒

業
』

が
、

も

し

も

一

九

六

〇

年

代

の
作

晶

で

は

な
く
、

ハ

○

年

代

に

製

作

さ

れ

て

い

た

と

し

た

ら
、

ダ

ス

テ

ィ

ン

・

ホ

フ

マ

ン

演

ず

る

主
人

公

に

就

職

の
知

恵

を

授

け

た

あ

の
実

業

家

は
、
け

っ

し

て
「
プ

ラ

ス

チ
ッ

ク

産

業
」
を

売

り
込

ん

だ

り

し

な

か

っ
た

ろ

う
。

「
こ

れ

か

ら

は

君
、

な

ん

と

い

っ

て
も

人

工

衛

星

だ
よ
」

と

耳

打

ち

し
た

に

ち

が

い

な

い
専

ｑ
「
Ｕ

Ｓ
Ａ

ト
ゥ
デ

イ
」

成
功
の

軌

跡
」

一

九
ハ

ハ
年
〕

Ｃ

Ｎ

Ｎ

は

ま

た

た
く

間

に

Ｇ

Ｎ
Ｎ

§
ｏ
『
巴

看

姜

ξ

罫
ｏ
量

を

世

界

的
な

規

模

で

形

成
し
、

既

存

の

メ
デ

ィ

ア

産

業

の

事
業

多

様

化

の

可

能

性
を

刺

激
し

た
。

次

の

舞

台

は

大

西

洋

を

越

え

て

の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

Ｈ

リ

ー

ジ

目

ン

ー

で

あ

ワ
、

国

際

的

な

メ

デ

ィ

ア

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

構

築

を

目

指

し

た
。

そ

れ

が

一

世

紀

前

の

プ

レ

ス

・

バ

ロ

ン

を

変

質

さ

せ
、

メ

デ

ィ

ア

・

バ

ロ

ン

を

生

む

こ

と

に

な

っ

た

の

で

あ

る
。

こ

こ

に

お

い

て

ノ

ー

ス

ク

リ

フ

卿

に

代

表

さ

れ

る

よ

う

な
、

新

聞

出

版

事

業

を

中

心

に

し

た

プ

レ

ス

・

バ

ロ

ン

は

む

ろ

ん

そ

の

流

れ

を

く

む

グ

ル

ー

プ

が

今

日

も

な

お

続

く

に

し

て

も
、

新

し

く

出

現

し

た
、

前

述

の

マ

ー

ド

ッ

ク

や

故

ロ

バ

ー

ト

・

マ

ク

ス

ウ

ェ

ル

の

よ

う

に

既

存

の

メ

デ

ィ

ア
、

時

に

は

競

争

相

手

及

び

周

辺
・

関

連

企

業

を

次

々

と

Ｍ

＆

Ａ

一
買
収
・
合
併
一

に

よ

り

傘

下

に

お

さ

め

て
成

長

す

る
グ

ル

ー

プ

が

登

場

し

始
め

た

の

で

あ

る
。

一

九

ハ
九

年

か

ら

Ｃ
Ｓ

の
ア

ス

ト

ラ

を

使

っ
て

衛

星

放

送

を
ヨ

ｉ

ロ

ッ

パ

市

場

で

始

め

た

の

も

マ

ー

ド

ッ

ク

で

あ

り
、

マ

ク

ス

ウ

ェ

ル

の

始

め

た
Ｂ

Ｓ

Ｂ

を

吸

収

合
併

し

Ｂ

Ｓ

ｋ

ｙ
Ｂ

と

し
、

現

在

三

十
か

国

以

上

に

わ

た

り
、

ス

カ

イ

ニ

ュ

ー

ス

や

Ｍ

Ｔ

Ｖ

の

よ

う

な

無

料
、

デ

ィ

ス

カ

バ

リ

ー

の

よ

う

な

有

料

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

提

傑

し

て

い

る
。

Ｃ

Ｎ

Ｎ

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

や

カ

ナ

リ

ュ

プ

ラ

ス
、

そ

し

て

従

来

短

波

の

国

際

放

送

と

し

て

実

績

を

持

つ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

（
Ｗ

Ｓ

Ｔ

Ｖ
、

ワ

ー

ル

ド

・

サ

ー

ピ

ス

・

テ

レ

ビ

ジ

ョ
ン
一

を

は

じ

め

と

し

て
、

ド

イ

チ

ェ

・

ヴ

ェ

レ

な

ど

が

衛

星

を

使

っ
た

映

像

放

送
サ

ー

ビ

ス

市

場

に

次
々

と

参

加

し

た
。

こ

の

リ

］

ジ

ョ

ン

ー

お

よ

び

■

に

お

け

る

メ

デ

ィ

ア

市

場

の

改

革

は

衛

星

が

ピ

ジ

ネ

ス

と

な

る

と

い

う

こ

と

を

証

明

し

た

う

え
、

さ

ら

に
、

放

送

に

よ

る
東

欧

崩

壊

と

い
う

イ

ン

パ

ク

ト
、

「
西

側

情

報

の

勝
利
」
と

い

う

構

図
が

付

け

加

え

ら

れ
た
。

日

本

が

国

内

で
騒

い

だ

「
国

際

化
」

ｏ
・
冨

；
弍
ｏ
畠
＝
畠

ま

目一
と

は

内

容

も
、

規

模

も

異

な

る

言

葉

「
グ

ロ

ー

●激変する構報園境とアジア

バ

リ

ズ
ム
」

＾
笹
ｏ
置

計
章
胴
巨

呈
。
茎

邑

が

盛

ん

に

唱
え

ら

れ

始

め
た

の
も

然

ワ

で
あ

る
。

付

け

加

え
れ

ば
、

放

送
と

通

信

の

領

域
が

不
鮮

明

に

な

り

つ

つ
あ

る

こ

と

も

世
界

の

趨

勢

で
あ

り
、
そ

れ
が

そ

の

ま

ま
「
ポ

ー
ダ

レ

ス
」

の

意

味

合
い

を

構

築

し

て
い

る
。

だ

が
、

こ

う

し

た

「
国

境

を

越

え

た

テ

レ

ビ
」

は
、

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

距

離

は
克

服

さ

れ

て

も
、

そ

れ

に

伴
う

ノ

イ

ズ
が

発
生

す

る

こ

と

に

な

る
。

そ

れ

が

フ

ラ

ン

ス

に

代

表

さ

れ

る
、

映

画

や

テ

レ

ビ

番

組

を

含
め

た

文

化

は
、

ア
メ

リ

カ

大

衆

文

化
が

生
産

す
る

消

費

さ

れ

る

た

め

の

商

品

と

は

根

本

的

に

異

な

り
、

国

家

の

ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

に

属

す

る

と

の

解

釈

だ
。

ノ

イ

ズ

の

軽

減

は
、

ク

ォ

ー

タ

制

の

導

入

に

よ

ワ

放

送

時

間

の
主

要

な

部

分

は

欧
州

製

の

番
組

を

流

す

と

い
う

も

の
に

な

り

つ

つ

あ

る
。

欧

州

市

場

は

ひ

と

つ

の

よ

う

に

見

え

て

も
、

そ

こ

に

は

ア

メ

リ

カ

以

上

に
多

彩

な

因

子
が

あ

る
。

最

大
は

国

家

の

集

ま

ワ

で
あ

り
、

西

側

資

本
主

義

社

会

で

は
あ

っ

た

も

の

の
、

放

送

体

制

に
お

い

て

は

つ

い

最
近

ま

で

商

業

放

送

の
概

念
が

な

か

っ

た

国

が

多

か

っ
た

か

ら

だ
。

そ
う

い

う

意

味

で

は
、

崩

壌
し

た

東

欧

市

場

に
彼

ら

が

入

ワ

込

め

る
と

い

う
、

思

っ

て

も

み

な

か

っ

た

お

ま

け

も

つ

い

た

が

…

－
。

主

役

は

誰
、

機
器
そ
れ
と
も
ヒ
ト

さ

て
、

こ

れ

か

ら

わ

れ

わ
れ

が

迎

え

よ

う

と
す

る

社

会

は

確

実

に
こ

れ

ま

で
以

上

に

「
双

方
向

的

な

情

報

交

換
が

可

能

な

機

器
」

が

主

役

と

な

る
こ

と

が

予

測

さ

れ
る
。

主

役

は

そ

の

利
用

の

仕

方

に

よ

っ

て
は

世

界

の

政
治
、

経

済
、

社
会

を

変

え

る

力
を

潜

在

的

に

も

っ
て

い

る

か

の

よ

う

に

も

伝

え

ら

れ

る
。

で

は
、

誰

が

そ

の

主

役

を

動

か

す

の

か
。

お

気

付

き

だ

ろ
う

が
、

そ

の

情

報
端

末

の
パ

ソ

コ
ン

の
発

展

を

み
る

と
、

人

類

が

口

頭

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

か

ら

文

字

を

作

ワ

だ

し
、

洞

窟

画

や

ロ
ゼ

ッ

タ

ス

ト

ー

ン

に
記

録

を

残

し

た

時
代

か

ら

紙

の
大
且
里
生

産
が

可
能

と

な

り
、

活

字
文

化

が

社

会

の

中

で
監

視

や

伝
統

的

遺

産

の

継
承

な

ど

の

役

割

を

果
た

す

と

い

う

認

識
が

主

流

と
な

る

時

代

ま

で

に

開

発

さ

れ

た

一
マ

ろ

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン
・

ツ

ー

ル

を

一

挙

に

ひ

と

つ

に

し

て

し

ま

っ

た

こ

と

な

の

で

あ

る
。

詳

述

す

る

余
裕

は

な

い

の

で

別

の
言

い

方
を

す

れ

ぱ
、

コ

ン
ピ

ュ

ー

タ

の

進

化

は

こ

れ

ま

で

の

人

類
が

生

み

出

し

た

コ

ミ

ュ

こ

ケ

ー

シ

ョ

ン

・

メ

デ

ィ

ア

の

諸

特

徴

を

な

ぞ

っ

て

お

り
、

プ

ラ

ウ

ン

管
、

デ

ィ

ス

プ

レ

ー
か

ら

送

り

込

ま
れ

る

メ

ッ
セ

ｉ

ジ

は

そ

う

い
う

意

味

で

全

く

な

か

っ

た

も

の

が

表

れ

て

い

る

も

の

で

は

な

い
。

そ

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

．

ツ

ー

ル

は

大

容

量

の

記

録

保

存

と

持

ち

運

び

の

簡

便

性
、

小

ス

ペ

ｉ

ス

と

い

っ
た

諸

特

徴
を

も

っ

て

お

ワ
、

さ

ら

に

通

信

と
合

体

す

る

こ

と

に

よ

り
、

よ

り

空

閻

的
、

物

理

的

距

離

性

を

克

服

し
、

検

索

と

い

っ

た

煩

わ

し

さ

に

惑

わ

さ

れ

ず

と

も

情

報
（
実
に

あ
い
ま

い
な

言
葉

だ
が
一
を

入

手

で
き

る
。

す

で
に

現

実

に

社

会
シ

ス

テ

ム

に

お
い

て

活

躍

し

て

い

る

か

ら
、

そ

の

便

利

性

は

理

解

で

き

よ

う
。

か

つ

て

米

国

務

長

官

を

務

め

た

Ｚ

・

Ｋ

・

ブ

レ

ジ

ン

ス

キ

ｉ

は

二

十

年

以
上

前

の

講

演

の

中

で
、

新

技

術

が

国

際
政

治

に

及

ぼ

す
影

響

力

に

つ
い

て
述

べ

て

い

る
。

彼

に

よ

れ
ば
、

こ

れ

ま

で

の

発

明
が

人

類

の

歴

史

に

与

え

た

影

響

の
な

か

で
、

コ

ン
パ

ス

一
羅
針
盤
一

は

植

民

地

開

拓
、

■ｑ１■
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火
薬

は

戦

争

の
性

格

を
一

変

し
、

民
族

主

義
、

国
家

主

義

を

生

み
だ

し

た
。

そ

し

て

印

刷

術

は

マ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

を

可

能

に

し

て

近

代

民

主

主

義

社
会

誕

生

の
決

定

的
な

要

因

に

な

っ
た

と

い

う
。

す
な

わ

ち
、

人

々

が

知

識

を

も

っ

て
一
に
基
づ

い
て
一
自

由

に

意

思

を

表

明

す

る
、

参

加

す

る
、

そ

し

て
国

民

に
知

ら
せ

る

役

割

を

果
た

す

メ

デ

ィ

ア
が

社
会

の

な

か

に

産

声

を
あ

げ

た
と

も

言
え

る
。

ブ

レ

ジ

ン

ス

キ

ｉ

は

続

く

時

代

は
、・

コ

ン
沙

ユ

ー

タ
、

原

子

カ
、

電

子

工

学
に

よ

る
劇

的

変
化

を

予

測

し

た
が
、

核

の

力

は

二

度

の
惨

劇

の

の

ち
抑

止

力

と
し

て

国

際

政
治

の

舞

台

で

半

世
紀

以

上

踊

り

続

け
た
。

そ

う
し

た

中

で

別
の

二

つ

の
技

術

革

新

が

社

会

に
浸

透

し

始

め

て
い

た

と

も

言

え

る
。

二

十

世

紀

の

発

展

は
、

十

九

世

紀

の

パ

ッ

ク

ス

・

プ

リ

タ

ニ

カ

に

続

く
、

パ

ッ

ク

ス

・

ア

メ

リ

カ

ー

ナ

時

代

を

生

む
。

誤

解

さ

れ

る

か

も

し

れ

な

い

が
、

そ

れ

は

丁

型

フ

ォ

ー

ド

の

大

量

生

産

シ

ス

テ

ム

に

代

表

さ

れ

る

大

衆

文

化

天

量
生

産
・
大

量
流

通
・
大

量
消
費

の
回
路

と
そ

れ
を

促
進

さ
せ

る
も

の
と
し

て
の

マ

そ

メ
デ
ィ

ア
の

発
達
）

の

構

築

が

重

要

な

要

因

に

な

っ

て

い

た

の

で

は

な

い

か
。

む

ろ

ん
、

根

底

の

西

欧

型
、

ア

メ

リ

カ

型

民

主

主

義

を

否

定

す

る

も

の
で

は

な

い

が
、

「
文

化

帝

国

主

義
」

と

椰
楡

は

さ

れ

る

も

の

の
、

ハ

リ

ウ

ッ
ド

映

画

に

見
ら

れ

る

社

会

的

価

値

観
が

世

界

に

広

ま

っ

た

の
も

ま

た

事
実

で

あ

ろ
う
。

人

々

は

と

言

う

よ

り
、

わ

れ

わ

れ

日

本

杜
会

は

そ

れ

を
受

け

入

れ
た

の

で

あ

る
。

同

時

に
、

近

代
民

主

主

義

は

否

応
な

し

に

資
本

主

義

経

済
と

の

緊

密

な

関

係

の

う

え

に
成

立

し

て

い

る
と

い

う

現

実
が

あ

る
。

開

国

以

来

近
代

化

に

取

ワ

組

み
、

い

く

つ
か

の

ハ

ー

ド
ル

を

見

事

に

ク

リ

ア
し
、

最

終

的

に
は

破

滅

に

導

い
た

も

の

に
わ

れ

わ

れ
は

国

を

挙

げ

て

遜

進

し

た
。

そ

の

過

程

で
、

本
来

な

ら
ば

国

際
間

の

相

互

理
解

の

重

要
性

を

十

分

に

認
識

し

て

お

れ
ば
、

不

幸

は

起
こ

ら

な

か

っ

た
だ

ろ

う
。

大

日
本

帝

国
が

消
滅

す

る

や

否
や
、

瞬

く

間

に
「
平

和

ニ

ッ
ポ

ン
」

に

変

身
し

た

日

本

は

「
戦
前

の

生

活
水

準

を

取

り

戻
せ
」

を

合

い

言

葉

に

経

済

復

興

を

成

し

遂

げ
、

オ

イ

ル

シ

ョ

ッ

ク

の

鈍

化

も

何

の

そ

の
、

ひ
た

す

ら
自

分

た

ち

の

繁

栄
の

た

め

に
企

業

戦

士

は

市

場

に
繰

り

出

さ

れ
、

経

済

大

国

と

呼

ぱ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た
。

か

つ
て

マ
ッ

カ

ー

サ

ー

に

「
十

二

歳

の

子

供
し

と

言

わ
れ

た

日

本

は
、

米

国
主

導

の

世

界
関

係

に

遣

従
し

た

結

果
、

外
交

関

係

の

真

の
独

立

を

問
う

こ

と

さ

え
気

付

か

ず
、

戦
後

五

十

年
が

経

っ
た
。

曲
が
り
角
の
向
二
う
に
あ
る
も
の

そ

う

な

る

と
、

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

や

衛

星

が

初

期

に

お

い

て

軍

事

開

発

の

た

め

に

考

案

さ

れ

た

事

実

な

ど

は
、

ど

う

で

も

い

い

こ

と

な

の

か

も

し

れ

な

い
。

物

質

的

に

恵

ま

れ
、

欲

し

い

も

の

が

す

ぐ

手

に

入

り
、

い

ま

住

む

社
会

が

繁

栄
し
、

豊

か

な

暮
ら

し

が

で

き

て
－

－
、

そ

れ

で
？

正

直

言

っ

て
、

米

国

流

オ

プ

テ

ィ

ミ

ズ

ム

に

乗

ワ

切

れ

な

い

と

こ

ろ

が

あ

る
。

Ｎ

Ｉ

Ｉ

に

し

て

も

Ｇ

Ｉ

Ｉ

に

し

て

も
、

こ

れ

は

国

家

戦

略

で

あ

り
、

国

益

に
沿

う

も

の
な

の

で

あ

る
。

米

国

文

化

の
体

現
と

も

言

え

る

－

ビ

ジ

ネ
ス
が

盛
ん

に

な

り
、

世

界
の

市

民

が

交

流

で
き
、

人

類

が

前

進

す

る

と

三

コ

ラ
ス

・
バ

ラ

ン

「
情
報
ス

ー
パ

ー
ハ
イ

ウ

エ
ー
の

衝

肇

一

九
九

四
年
一
。

そ

の

社

会

シ
ス

テ
ム

に
お

け

る

便

利
さ

と

は

一

体

何

な

の
だ

ろ

う

か

一 ９２一

●激変する情 報環境とア ジア

と

思
う
。

現

代

社
会

に

お

い

て

「
情

報
」

と

い

う
魔

物

は

ま

す
ま

す

あ

ら

ゆ

る

側
面

に

お

い

て
増

加

す
る

方

向

に

あ

り
、

そ

れ

が

ま
す

ま

す

容

易

に

入
手

す

る

手
段

が

考

案
さ

れ
、
実

現

し

て

い

く
過

程

が

進

行

す

る
。

そ
れ

が

杜

会

の
繁

栄

と
豊

か

さ

と

思

い

始
め

て

は

い

な

い
だ

ろ

う

か
。

大

学

紛

争
が

終

焉

期
を

迎

え

た
一

九

七

〇

年

代

初
め
、

日

本

社

会
は

「
情
報

化

社
会
」

と

い
う

造

語

と

引
き

続

く

「
ニ

ュ

ー

メ
デ

ィ

ア
」

ブ

ー

ム

に

沸

い

て

い

た
。

と

こ

ろ

が
、

高

度

経

済

成

長

が

オ

イ

ル

シ

ョ

ッ

ク

を

境

に
失

速

し
、

低

成

長

を

さ
ま

よ

い

始

め

て
も
、

世

界

の

な
か

で

生

き

残

り
、

ハ

○
年

代

後

半

ま

で
に

は
、

ち

ま
た

に
「
国

際
社

会
」

「
国

際

化
」

の
言

葉
が

溢

れ

た
。

以

来

－
時

代

は

国
際

化
」

の
ご

と

く
、

フ

ァ

ジ

ー

社

会

の

苗
キ

ー

ワ

ー

ド
〃

の

よ

う

に

使

わ

れ

て

い

た

の

だ

が

－

…
。

そ

し

て
九

〇

年

代

に

入
る

と
、

「
マ
ル

チ

メ

デ

ィ

ア
」
が

飛

び

交
う

日
本

社

会
。

一

九

ハ

○

年

代

の
日

本

は

ま

る

で
船

長

の

い

な
い

ま

ま

に
船

が

大

海

に

向

け

て

出
航

す

る

か

の
よ

う

な

危

険

性

を

見
せ

た
。

ち
ょ

う

ど

そ

れ

は

羅

針

盤
を

持

た

な

い

か

の
よ

う

に
、

一

番
近

い

港
が

見
え

る

と

そ
こ

に

寄

る

が
、

日

本

丸

は

明

確

な

目

的

地

も
、

目

標

も

見

え

ず
、

さ

ま

よ

っ

て

い

た

よ

う

に

思

う
。

い

や
、

い

く

つ

か

の

指

標

は

見

え

て

い

た

の

で

あ

る
。

た

だ

そ

れ

ら

が

何

を

意

味

す

る
の

か

を

理
解

し

よ

う
と

す
る

努

力

よ

り

も
、

ま

た

そ

う

し

た

こ

と
を

考

え

よ

う
と

も

し

な

い
人

々

が

日

本

社

会

の
顔

に

な

ワ

た

が

る
。

も

っ
と

簡

潔

に

言
う

な

ら
ぱ
、

目

先

の

利

益

に
ば

か

り

と

ら

わ

れ
、

長

期

に

わ

た

る

展

望

が

国

家
、

社

会

か

ら

喪

失

し

た

の

が
、

こ

こ

十

年

の

日
本

の

国

際

関
係

の

根
底

に

あ

っ

た
。

と

く

に
、

文

化

面

で

の

ソ

フ

ト

は

「
メ

セ

ナ

ブ

ー

ム
」

に

の

れ

ぱ

そ

れ

で

よ

い

と

し

て

い

る

う

さ
ん

臭

さ

が

感

じ

取
ら

れ

た
。

そ

の
点

で
、

い

ま

マ
ル

チ

メ

デ

ィ

ア

社

会
と

い

う

目

標

は
う

っ

て

つ

け

な

の
か

も

知

れ

な
い
。

そ

う

言

え
ば

今

回
も

ソ

フ

ト

の

開

発
が

課

題

の

ひ
と

つ

で

あ

る
。

ま

さ

か
、

ま

た

文

化
を

利

用

し

よ
う

と

す

る

の

だ
ろ

う

か
。

情

報

の

デ
ジ

タ

ル

化

は

と
も

か

く
、

限

ワ
な

い

パ

ー

ソ

ナ

ル

化
は
、

コ
、
ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

目

ン

論

で

い

う
、

フ

ィ

ー

ド

バ

ッ

ク

機

能

が

こ

れ

ま

で

以

上

に

人
々

に

委

ね

ら
れ

る

機

会

が

増
え

る

と

い

う
こ

と

で
あ

る
。

そ

れ

が
何

を

生

み

出

す

の
か
。

そ

し

て
人

々

が

容

易

に
情

報

に

ア

ク
セ

ス

で

き

る

よ

う

に

な

る

社

会

が
、
ど

の

よ

う

な

社

会

に

変

貌

す

る

の

か
。

興

味

が

つ

き

な

い
。

も

止

も

と
、

マ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

が

報

道

す

る
一
；

ー

ス

や

情

報

に

国

境
は

な

か

っ

た
。

そ

れ

が

「
情

報
」

と

い

う

言

葉
に

置

き
換

え

ら

れ

マ

ス
・

メ

デ

ィ

ア
が

国

家

と

い
う

中

で
、

体

制

の
な

か

で
確

立

し

て

し

ま

っ

た

と

き

に
、

あ

る

大

き

な

枠

組

み

に

入

り

込

ん

で

し

ま

っ

た
。

そ

れ

は

ち

ょ

う

ど

あ

る

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

が

出

来

た

と

こ

ろ
、

他

と

の

交

わ

り

が

言

語
、

宗

教
、

民

族

な

ど

様

々

な

要

因

の

た

め

に
、

逆

に

ス

ム

ー

ズ

に

い

か

な

く

な

っ

た

よ

う

な

こ

と

に

似

て

い

る
。

人

々

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

行

動

の

時

間

的

距

離
、

空

間

的

距

離
が

縮

ま

っ

た
こ

と

は

否

定

し

な

い
が
、

実
は

身

近

な

距

離

で
の
、

ヒ

ト

を

介

し

た

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

失

い

や

す

い

と

い

う

社

会

に

な

っ

て

は

い

な

い

だ

ろ

う

か
。

そ

し

て
、

豊

か

さ

や

便

利

さ

を

手

に

入

れ

る

代

償

に
、

わ

れ

わ

れ

は

何
か

大

切

な
も

の

を

失

っ

て
い

な

い

だ

ろ
う

か
。

一 ｇ３一




